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改
選
後
一
年
、
新
し
い
取
組
を
紹
介
し
た

い
。
議
会
運
営
委
員
会
へ
の
議
長
諮
問
で
は
、

請
願
陳
情
取
扱
い
方
法
を
検
討
し
、
市
行
政

や
市
民
生
活
に
直
接
具
体
的
に
利
害
が
な
い

も
の
を
審
査
せ
ず
議
場
配
布
が
決
ま
っ
た
。

ま
た
議
会
に
求
め
ら
れ
る
事
の
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
を
諮
り
、
実
施
に
向
け
現
在
準
備
中
で
あ
る
。
議
長
提
案

で
党
派
に
よ
る
予
算
編
成
時
の
要
望
事
項
を
市
回
答
含
め
、
全
議
員
で

情
報
共
有
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
政
策
提
言
へ
繋
げ
た
い
。
議
会
だ

よ
り
の
発
行
。
若
者
会
議
や
一
般
市
民
対
象
の
議
会
報
告
・
意
見
交
換

会
は
、
継
続
実
施
し
、
観
光
事
業
者
と
開
催
し
、
商
工
会
議
所
青
年
部
、

女
性
団
体
と
も
開
催
予
定
で
あ
る
。
会
派
や
有
志
に
よ
る
議
案
や
市
側

案
件
の
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
考
え

る
議
員
連
盟
が
発
足
し
、
生
活
・
福
祉
・
観
光
の
各
分
科
会
を
設
置
、
課

題
の
聞
き
取
り
を
実
施
。
障
害
者
の
親
御
さ
ん
と
の
懇
談
会
、
先
進
地

視
察
、
政
策
提
言
に
向
け
て
活
動
中
で
あ
る
。
異
論
勉
強
会
で
は
議
員

間
の
見
解
の
相
違
を
研
究
し
、
財
政
分
析
基
礎
講
座
な
ど
も
開
催
し
た
。

　
総
じ
て
、
議
員
の
や
る
気
と
活
力
を
感
じ
る
。
多
士
済
々
色
が
出
る

二
年
目
以
降
に
さ
ら
に
期
待
し
た
い
。

見出し写真　アナベル

1

　
茅
野
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月
21
日（
金
）

か
ら
３
月
18
日（
水
）ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
予
算
や
条
例
な
ど
20
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
・
陳
情
４
件
が
審
議
さ
れ
、
３
件

が
採
択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
と
な
り
、
意
見
書
案

２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
３
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
新
年
度

予
算
案
に
つ
い
て
、
全
議
員
が
所
属
す
る
「
予
算

決
算
委
員
会
」
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

前
年
度
比
４
千
万
円（
０
・
２
％
）の
増

一
般
会
計
２
５
４
億
６
千
万
円

令
和
２
年
度
予
算
を
可
決

令
和
２
年
３
月

　
　
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
会
計
２
５
４
億
６
千
万
円

令
和
２
年
度
予
算
を
可
決

令
和
２
年
３
月

　
　
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
市
長
に
申
入
れ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
市
長
に
申
入
れ

「
議
会
の
取
組
」

「
議
会
の
取
組
」

茅
野
市
議
会
議
長

　野
沢

　明
夫

　
茅
野
市
議
会
は
４
月
15
日
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
外
出
自
粛
要
請

が
出
さ
れ
る
中
、
住
民
の
健
康
や
、
地
域

経
済
、
観
光
、
雇
用
、
福
祉
、
教
育
な
ど
多

く
の
分
野
で
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
へ
申
入
れ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
の
３
常
任
委
員
会
が
、
市
民
の
声

を
聞
く
と
と
も
に
、
行
政
か
ら
の
聞
き
取

り
や
市
内
経
済

団
体
な
ど
と
の

懇
談
を
実
施
し
、

市
民
や
事
業
者

な
ど
の
要
望
等

を
ま
と
め
、
市

に
対
し
４
月
28

日
に
申
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

市長への申入れ
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2委員会委員会審査

　こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
5
4
億

6
千
万
円
と
定
め
る
も
の
。

【
討
論
】

●
反
対
意
見

「
棚
卸
し
と
称
し
18
事
業
、
3
千
7
百

万
円
余
の
削
減
が
さ
れ
た
が
、
事
務
事

業
評
価
で
、
3
事
業
縮
小
、
13
事
業
現

状
維
持
、
残
り
の
2
事
業
は
拡
大
で
あ

る
が
、
事
務
事
業
評
価
と
棚
卸
し
と
の

整
合
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
始
ま
る
会

計
年
度
任
用
職
員
は
、
明
ら
か
に
手
取

り
は
減
額
に
な
る
。
い
く
ら
休
み
が
増

え
た
か
ら
と
言
っ
て
最
後
は
給
料
で
あ

る
。
ま
し
て
や
国
の
指
針
は
平
成
29
年

4
月
13
日
付
の
地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

対
す
る
付
帯
決
議
に
『
会
計
年
度
任
用

職
員
へ
の
移
行
に
当
た
っ
て
は
、
不
利

益
が
生
じ
る
こ
と
な
く
適
正
な
勤
務
条

件
の
確
保
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。』と
あ
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員

の
待
遇
は
各
自
治
体
に
任
さ
れ
て
い
る

が
今
回
の
改
正
は
明
ら
か
に
不
利
益
で

あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
反
対
。」

●
賛
成
意
見

「
第
5
次
総
合
計
画
や
各
種
分
野
別
計

画
の
下
に
、
6
つ
の
基
本
政
策
と
政
策

横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、

各
予
算
科
目
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

様
々
な
施
策
や
事
務
事
業
に
予
算
付
け

さ
れ
て
い
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
た
め

賛
成
。」

　こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
53
億
3
7

0
0
万
7
千
円
と
定
め
る
も
の
。

【
討
論
】

●
反
対
意
見

「
国
保
加
入
者
で
低
所
得
者
に
は
、
国

保
税
軽
減
措
置
の
仕
組
み
が
あ
る
。
そ

の
軽
減
者
の
割
合
が
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
国
保
加
入
者
の
所

得
水
準
が
下
が
っ
て
来
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
国
保
は
、
所
得
割
、
資
産
割
、

一
人
一
人
に
課
税
す
る
均
等
割
、
基
本

料
に
当
た
る
世
帯
別
平
等
割
と
言
う
4

つ
の
累
計
で
課
税
さ
れ
て
い
る
。
世
帯

の
国
保
加
入
者
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ

予
算
決
算
委
員
会

樋
口
　
敏
之

委
員
長

令
和
２
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
11
号

令
和
２
年
度
茅
野
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て可

決

議
案
第
12
号

ど
多
く
の
税
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
仕
組
み
で
あ
る
。
子
供
が
生
ま
れ
た

瞬
間
か
ら
2
万
6
7
0
0
円
の
課
税
に

な
る
。
一
人
一
人
に
課
税
す
る
均
等
割

は
、
せ
め
て
子
供
の
分
く
ら
い
は
無
料

に
す
る
政
策
転
換
を
求
め
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
思
う
。
以
上
の
理
由
で
賛

成
し
か
ね
る
。」

●
賛
成
意
見

「
国
民
健
康
保
険
は
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
本
予

算
は
、
現
行
税
率
の
ま
ま
、
繰
越
金
等

に
頼
る
こ
と
な
く
、
収
支
均
衡
の
予
算

が
組
ま
れ
て
い
る
。

　健
全
な
予
算
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る

と
言
う
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
安
定
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
、
賛
成
。」

　こ
の
議
案
は
、
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定

を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

総
務
環
境
委
員
会

伊
藤
　
玲
子

委
員
長

茅
野
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
2
号

茅
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
6
号

茅
野
市
土
地
開
発
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
3
号

　こ
の
議
案
は
、
茅
野
市
土
地
開
発
基

金
の
額
を
減
額
す
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
公
共
施
設
整
備
が
減
少
し
て
い

　
　
る
中
で
、
基
金
の
活
用
も
減
少
し

て
い
る
。
基
金
が
6
億
円
か
ら
4
億
7

千
万
円
に
減
額
す
る
と
言
う
内
容
で
あ

る
が
、
土
地
の
価
格
は
変
動
が
あ
る
が
、

土
地
の
価
格
に
変
動
が
あ
っ
て
も
基
金

の
4
億
7
千
万
円
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。」

　
　「
土
地
の
価
格
は
取
得
し
た
時
の

　
　価
格
、
簿
価
で
や
っ
て
い
る
の
で

価
格
の
変
動
は
な
い
。」

　こ
の
議
案
は
、
刑
事
施
設
に
拘
禁
さ

れ
た
者
等
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税

額
の
減
免
に
係
る
規
定
を
整
備
す
る
た

め
の
も
の
。

　
　
「
今
ま
で
、
こ
の
59
条
の
方
に
対

　
　
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
し
た
の
か
、

ま
た
受
刑
者
の
住
所
は
通
常
ど
こ
に
あ

る
の
か
。」

問問 答
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改
選
後
一
年
、
新
し
い
取
組
を
紹
介
し
た

い
。
議
会
運
営
委
員
会
へ
の
議
長
諮
問
で
は
、

請
願
陳
情
取
扱
い
方
法
を
検
討
し
、
市
行
政

や
市
民
生
活
に
直
接
具
体
的
に
利
害
が
な
い

も
の
を
審
査
せ
ず
議
場
配
布
が
決
ま
っ
た
。

ま
た
議
会
に
求
め
ら
れ
る
事
の
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
を
諮
り
、
実
施
に
向
け
現
在
準
備
中
で
あ
る
。
議
長
提
案

で
党
派
に
よ
る
予
算
編
成
時
の
要
望
事
項
を
市
回
答
含
め
、
全
議
員
で

情
報
共
有
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
政
策
提
言
へ
繋
げ
た
い
。
議
会
だ

よ
り
の
発
行
。
若
者
会
議
や
一
般
市
民
対
象
の
議
会
報
告
・
意
見
交
換

会
は
、
継
続
実
施
し
、
観
光
事
業
者
と
開
催
し
、
商
工
会
議
所
青
年
部
、

女
性
団
体
と
も
開
催
予
定
で
あ
る
。
会
派
や
有
志
に
よ
る
議
案
や
市
側

案
件
の
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
考
え

る
議
員
連
盟
が
発
足
し
、
生
活
・
福
祉
・
観
光
の
各
分
科
会
を
設
置
、
課

題
の
聞
き
取
り
を
実
施
。
障
害
者
の
親
御
さ
ん
と
の
懇
談
会
、
先
進
地

視
察
、
政
策
提
言
に
向
け
て
活
動
中
で
あ
る
。
異
論
勉
強
会
で
は
議
員

間
の
見
解
の
相
違
を
研
究
し
、
財
政
分
析
基
礎
講
座
な
ど
も
開
催
し
た
。

　
総
じ
て
、
議
員
の
や
る
気
と
活
力
を
感
じ
る
。
多
士
済
々
色
が
出
る

二
年
目
以
降
に
さ
ら
に
期
待
し
た
い
。

見出し写真　アナベル

1

　
茅
野
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月
21
日（
金
）

か
ら
３
月
18
日（
水
）ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
予
算
や
条
例
な
ど
20
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
・
陳
情
４
件
が
審
議
さ
れ
、
３
件

が
採
択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
と
な
り
、
意
見
書
案

２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
３
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
新
年
度

予
算
案
に
つ
い
て
、
全
議
員
が
所
属
す
る
「
予
算

決
算
委
員
会
」
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

前
年
度
比
４
千
万
円（
０
・
２
％
）の
増

一
般
会
計
２
５
４
億
６
千
万
円

令
和
２
年
度
予
算
を
可
決

令
和
２
年
３
月

　
　
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
会
計
２
５
４
億
６
千
万
円

令
和
２
年
度
予
算
を
可
決

令
和
２
年
３
月

　
　
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
市
長
に
申
入
れ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
市
長
に
申
入
れ

「
議
会
の
取
組
」

「
議
会
の
取
組
」

茅
野
市
議
会
議
長

　野
沢

　明
夫

　
茅
野
市
議
会
は
４
月
15
日
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
外
出
自
粛
要
請

が
出
さ
れ
る
中
、
住
民
の
健
康
や
、
地
域

経
済
、
観
光
、
雇
用
、
福
祉
、
教
育
な
ど
多

く
の
分
野
で
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
へ
申
入
れ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
の
３
常
任
委
員
会
が
、
市
民
の
声

を
聞
く
と
と
も
に
、
行
政
か
ら
の
聞
き
取

り
や
市
内
経
済

団
体
な
ど
と
の

懇
談
を
実
施
し
、

市
民
や
事
業
者

な
ど
の
要
望
等

を
ま
と
め
、
市

に
対
し
４
月
28

日
に
申
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

市長への申入れ
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　こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
5
4
億

6
千
万
円
と
定
め
る
も
の
。

【
討
論
】

●
反
対
意
見

「
棚
卸
し
と
称
し
18
事
業
、
3
千
7
百

万
円
余
の
削
減
が
さ
れ
た
が
、
事
務
事

業
評
価
で
、
3
事
業
縮
小
、
13
事
業
現

状
維
持
、
残
り
の
2
事
業
は
拡
大
で
あ

る
が
、
事
務
事
業
評
価
と
棚
卸
し
と
の

整
合
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　ま
た
、
令
和
2
年
度
か
ら
始
ま
る
会

計
年
度
任
用
職
員
は
、
明
ら
か
に
手
取

り
は
減
額
に
な
る
。
い
く
ら
休
み
が
増

え
た
か
ら
と
言
っ
て
最
後
は
給
料
で
あ

る
。
ま
し
て
や
国
の
指
針
は
平
成
29
年

4
月
13
日
付
の
地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

対
す
る
付
帯
決
議
に
『
会
計
年
度
任
用

職
員
へ
の
移
行
に
当
た
っ
て
は
、
不
利

益
が
生
じ
る
こ
と
な
く
適
正
な
勤
務
条

件
の
確
保
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。』と
あ
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員

の
待
遇
は
各
自
治
体
に
任
さ
れ
て
い
る

が
今
回
の
改
正
は
明
ら
か
に
不
利
益
で

あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
反
対
。」

●
賛
成
意
見

「
第
5
次
総
合
計
画
や
各
種
分
野
別
計

画
の
下
に
、
6
つ
の
基
本
政
策
と
政
策

横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、

各
予
算
科
目
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

様
々
な
施
策
や
事
務
事
業
に
予
算
付
け

さ
れ
て
い
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
た
め

賛
成
。」

　こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
53
億
3
7

0
0
万
7
千
円
と
定
め
る
も
の
。

【
討
論
】

●
反
対
意
見

「
国
保
加
入
者
で
低
所
得
者
に
は
、
国

保
税
軽
減
措
置
の
仕
組
み
が
あ
る
。
そ

の
軽
減
者
の
割
合
が
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
国
保
加
入
者
の
所

得
水
準
が
下
が
っ
て
来
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
国
保
は
、
所
得
割
、
資
産
割
、

一
人
一
人
に
課
税
す
る
均
等
割
、
基
本

料
に
当
た
る
世
帯
別
平
等
割
と
言
う
4

つ
の
累
計
で
課
税
さ
れ
て
い
る
。
世
帯

の
国
保
加
入
者
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ

予
算
決
算
委
員
会

樋
口
　
敏
之

委
員
長

令
和
２
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
11
号

令
和
２
年
度
茅
野
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て可

決

議
案
第
12
号

ど
多
く
の
税
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
仕
組
み
で
あ
る
。
子
供
が
生
ま
れ
た

瞬
間
か
ら
2
万
6
7
0
0
円
の
課
税
に

な
る
。
一
人
一
人
に
課
税
す
る
均
等
割

は
、
せ
め
て
子
供
の
分
く
ら
い
は
無
料

に
す
る
政
策
転
換
を
求
め
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
思
う
。
以
上
の
理
由
で
賛

成
し
か
ね
る
。」

●
賛
成
意
見

「
国
民
健
康
保
険
は
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
本
予

算
は
、
現
行
税
率
の
ま
ま
、
繰
越
金
等

に
頼
る
こ
と
な
く
、
収
支
均
衡
の
予
算

が
組
ま
れ
て
い
る
。

　健
全
な
予
算
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る

と
言
う
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
安
定
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
、
賛
成
。」

　こ
の
議
案
は
、
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定

を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

総
務
環
境
委
員
会

伊
藤
　
玲
子

委
員
長

茅
野
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
2
号

茅
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
6
号

茅
野
市
土
地
開
発
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
3
号

　こ
の
議
案
は
、
茅
野
市
土
地
開
発
基

金
の
額
を
減
額
す
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
公
共
施
設
整
備
が
減
少
し
て
い

　
　
る
中
で
、
基
金
の
活
用
も
減
少
し

て
い
る
。
基
金
が
6
億
円
か
ら
4
億
7

千
万
円
に
減
額
す
る
と
言
う
内
容
で
あ

る
が
、
土
地
の
価
格
は
変
動
が
あ
る
が
、

土
地
の
価
格
に
変
動
が
あ
っ
て
も
基
金

の
4
億
7
千
万
円
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。」

　
　「
土
地
の
価
格
は
取
得
し
た
時
の

　
　価
格
、
簿
価
で
や
っ
て
い
る
の
で

価
格
の
変
動
は
な
い
。」

　こ
の
議
案
は
、
刑
事
施
設
に
拘
禁
さ

れ
た
者
等
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税

額
の
減
免
に
係
る
規
定
を
整
備
す
る
た

め
の
も
の
。

　
　
「
今
ま
で
、
こ
の
59
条
の
方
に
対

　
　
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
し
た
の
か
、

ま
た
受
刑
者
の
住
所
は
通
常
ど
こ
に
あ

る
の
か
。」

問問 答



に
使
う
の
は
難
し
い
。
使
う
ま
で
の
準

備
に
相
当
な
時
間
が
か
か
る
の
で
基
金

を
設
置
す
る
。」

　
　
「
基
金
を
貯
め
こ
ま
な
い
よ
う
に

　
　
す
る
条
例
規
則
等
は
あ
る
の
か
。」

　
　「
条
例
規
則
等
は
な
い
が
、
早
急

　
　に
準
備
を
進
め
て
森
林
整
備
を
進

め
て
行
き
た
い
。」

　こ
の
議
案
は
、
発
電
に
係
る
流
水
占

用
料
を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
鉱
工
業
用
に
係
る
設
定
が
あ
る

　
　
が
、
市
内
に
該
当
す
る
企
業
は
あ

る
か
。」

　
　
　
　「
現
在
は
な
い
。」

て
も
そ
の
市
の
立
場
に
準
じ
て
判
断
を

す
べ
き
。
趣
旨
に
つ
い
て
は
前
段
の
目

的
と
結
果
に
関
わ
る
部
分
の
事
態
改
善

と
霧
ヶ
峰
一
帯
の
今
後
の
有
り
方
を
求

め
る
と
言
っ
た
趣
旨
に
は
賛
同
で
き
る

が
、
そ
れ
に
伴
う
議
会
の
市
長
へ
の
決

議
に
関
し
て
は
法
律
上
裏
付
け
が
な
い

と
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
趣
旨
採

択
が
妥
当
。」

「
土
地
所
有
者
と
請
願
者
と
の
協
議
の

場
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
そ
の
利
害
関

係
者
で
あ
る
以
上
は
民
間
同
士
で
あ
る
。

そ
の
民
間
同
士
に
関
し
て
は
介
入
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
出
来
る
限
り
お

互
い
で
解
決
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
請
願
者
の
不
安
な
気
持
ち
は

十
分
理
解
し
て
い
る
が
趣
旨
採
択
。」

「
地
権
者
と
の
話
し
合
い
が
十
分
に
な

さ
れ
て
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
同

じ
目
的
を
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は

確
認
出
来
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
膝

を
突
き
合
わ
せ
て
話
を
し
て
、
そ
れ
で

も
越
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
時
に

行
政
が
動
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
考
え
は
賛
成
だ
が
こ
の
請
願
を
そ

の
ま
ま
通
す
の
は
賛
同
で
き
な
い
部
分

が
あ
る
。
よ
っ
て
趣
旨
採
択
。」

「
茅
野
市
の
森
林
資
源
を
守
る
と
い
う

立
場
で
も
深
く
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
事
業
地
が
諏
訪
市
で
あ
る

こ
と
と
、
現
段
階
で
議
会
が
市
長
に
協

議
の
場
を
求
め
る
と
言
う
こ
と
は
い
か

が
な
も
の
か
と
思
う
。
請
願
者
の
気
持

　こ
の
議
案
は
、
森
林
環
境
税
及
び
森

林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
譲
与
税
を

適
正
に
管
理
等
運
用
し
て
行
く
た
め
、

茅
野
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
設
置

す
る
た
め
の
も
の
。

　
　「
単
年
度
で
使
う
の
で
は
な
く
、

　
　
基
金
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。」

　
　「
こ
の
税
は
、
個
人
有
林
を
対
象

　
　に
し
て
お
り
、
譲
与
さ
れ
て
す
ぐ
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損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
20
号

問

問

答問答

答

　
　「
そ
の
被
収
容
者
又
は
家
族
が
相

　
　談
に
来
た
時
に
そ
の
事
実
が
初
め

て
わ
か
る
。
そ
の
事
実
確
認
は
在
監
証

明
書
を
提
出
し
て
も
ら
う
。
そ
の
事
実

を
確
認
し
た
時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
資

格
喪
失
を
さ
せ
課
税
の
賦
課
の
取
消
を

行
っ
て
い
る
。住
所
に
つ
い
て
は
当
該
刑

務
所
を
住
所
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。」

　　公
用
車
の
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

　
「
茅
野
市
が
こ
の
内
容
に
関
わ
る
部
分

の
協
議
に
当
事
者
と
し
て
参
加
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
現
実
問
題
は
い
ろ

ん
な
瑕
疵
や
不
備
が
あ
っ
て
も
現
状
の

条
例
ア
セ
ス
や
法
ア
セ
ス
に
消
化
し
て

い
っ
て
も
市
側
の
姿
勢
は
、
あ
る
程
度

の
距
離
感
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
当

事
者
と
し
て
あ
り
得
な
い
と
明
言
し
て

い
る
。
ま
た
民
間
同
士
だ
と
言
う
事
が

明
確
に
そ
れ
を
表
し
て
い
る
。
同
じ
地

方
公
共
団
体
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し

答諏
訪
市
四
賀
ソ
ー
ラ
ー
事
業（
仮
称
）

開
発
計
画
に
関
す
る
決
議
を

求
め
る
請
願

請
願
２

趣
旨
採
択
の
意
見

趣
旨採択

ち
は
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
趣
旨

採
択
。」

「
自
治
体
と
い
う
の
は
住
民
の
生
命
財

産
健
康
を
守
る
こ
と
が
主
任
務
で
あ
る
。

そ
の
面
に
お
い
て
住
民
に
害
が
及
ぶ
可

能
性
が
あ
る
な
ら
当
事
者
と
成
り
得
る

権
利
は
あ
る
。今
議
会
と
し
て
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
当
事
者
と
し
て

成
り
得
る
と
思
う
の
で
、そ
こ
に
は
声
を

上
げ
る
と
言
う
こ
と
は
出
来
る
範
囲
で

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。た
だ
採
決
に

な
る
と
ど
う
か
と
い
う
面
も
あ
る
。住
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
そ
の
ま
ま
潰
す
と
い

う
こ
と
は
心
許
な
い
の
で
趣
旨
採
択
。」

経
済
建
設
委
員
会

矢
島
　
正
恒

委
員
長

茅
野
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
の

設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
４
号

茅
野
市
道
路
河
川
等
公
共
物
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
７
号

現地視察の様子 前宮水眼広場
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「
ス
キ
ー
場
の
経
営
に
か
な
り
支
障
が

で
て
く
る
。
特
例
措
置
を
継
続
し
て
も

ら
い
た
い
の
で
採
択
。」

「
ス
キ
ー
場
は
、
茅
野
市
の
冬
の
大
切

な
観
光
資
源
。
現
在
、
温
暖
化
に
伴
っ

て
降
雪
機
等
の
稼
働
が
増
え
て
お
り
、

特
例
措
置
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
ス
キ
ー

場
の
規
模
縮
小
等
影
響
が
大
き
い
の
で
、

採
択
。」

　こ
の
議
案
は
、
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内

閣
府
令
の
訂
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を

整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
題
名
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
と
、

　
　
も
う
一
つ
、
食
事
の
提
供
に
要
す

る
費
用
の
取
扱
い
の
変
更
と
概
要
に
書

い
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
の

条
例
変
更
と
い
う
こ
と
で
い
い
か
。」

　
　「
食
事
の
提
供
に
関
し
て
は
、
9

　
　月
の
一
部
改
正
で
変
更
済
な
の
で
、

今
回
変
更
点
は
な
い
。
今
回
は
あ
く
ま

で
9
月
条
例
改
正
時
の
基
準
の
表
記
誤

り
の
修
正
で
あ
る
。」

「
今
ま
で
も
課
題
に
出
て
い
た
し
、
今

後
も
ず
っ
と
課
題
に
な
っ
て
い
く
問
題

で
あ
る
。
陳
情
事
項
と
し
て
想
い
の
強

い
言
葉
で
は
あ
る
が
、
市
が
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
採
択
。」

「
今
ま
で
も
当
然
や
っ
て
い
る
こ
と
と

思
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い

る
。
障
が
い
者
に
寄
り
添
っ
て
、
考
え
る

契
機
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
。真
摯
に
受

け
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。採
択
。」

「
茅
野
市
に
養
護
学
校
に
通
う
対
象
者

が
多
く
、
し
か
し
卒
業
後
通
う
事
業
所

が
少
な
く
他
市
に
通
所
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、『
茅

野
市
の
責
任
を
も
っ
て
』
と
い
う
強
い

言
葉
で
は
あ
る
が
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例

措
置
の
継
続
を
求
め
る
請
願

採
択

請
願
1

障
が
い
者
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
る
陳
情

採
択

陳
情
２

福
祉
教
育
委
員
会

小
尾
　
一
郎

委
員
長

茅
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
5
号

問答

問答

採
択
の
意
見

採
択
の
意
見

趣
旨
採
択
の
意
見

茅
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
8
号

　こ
の
議
案
は
、
整
備
の
終
了
す
る「
前

宮
水
眼
広
場
」
を
街
区
公
園
に
加
え
る

た
め
の
も
の
。

　
　
「
公
園
の
位
置
付
け
は
ど
う
な
っ

　
　
て
い
る
か
。」

　
　「
都
市
再
生
整
備
事
業
の
中
の
公

　
　園
事
業
と
言
う
形
で
位
置
付
け
て

い
る
た
め
公
園
と
し
て
管
理
を
し
て
行

き
た
い
。
面
積
的
に
は
街
区
公
園
の
基

準
に
当
て
は
ま
り
街
区
公
園
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。」

現地視察の様子  交流センター前宮

つ
い
て
は
、
強
い
意
志
を
も
っ
て
先
に

進
ん
で
も
ら
い
た
い
の
で
検
討
し
て
ほ

し
い
。
送
迎
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
通
所
で
き
ず
、
引
き
こ
も
り
に
な
っ

た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
そ
こ
に
福
祉

の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
市
の

仕
事
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

総
合
的
に
鑑
み
れ
ば
採
択
。」

「
趣
旨
に
つ
い
て
は
非
常
に
納
得
で
き

る
が
、
陳
情
事
項
に
つ
い
て
、
非
常
に

強
い
言
葉
で
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に

採
択
す
る
の
は
、
ど
う
か
と
思
う
の
で
、

趣
旨
採
択
。」

「
茅
野
市
単
独
で
は
な
く
て
、
6
市
町

村
や
県
の
レ
ベ
ル
に
上
が
っ
て
い
く
べ

き
事
項
。
陳
情
者
の
気
持
ち
も
わ
か
る

の
で
趣
旨
採
択
が
妥
当
。」

す
い
が



に
使
う
の
は
難
し
い
。
使
う
ま
で
の
準

備
に
相
当
な
時
間
が
か
か
る
の
で
基
金

を
設
置
す
る
。」

　
　
「
基
金
を
貯
め
こ
ま
な
い
よ
う
に

　
　
す
る
条
例
規
則
等
は
あ
る
の
か
。」

　
　「
条
例
規
則
等
は
な
い
が
、
早
急

　
　に
準
備
を
進
め
て
森
林
整
備
を
進

め
て
行
き
た
い
。」

　こ
の
議
案
は
、
発
電
に
係
る
流
水
占

用
料
を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
鉱
工
業
用
に
係
る
設
定
が
あ
る

　
　
が
、
市
内
に
該
当
す
る
企
業
は
あ

る
か
。」

　
　
　
　「
現
在
は
な
い
。」

て
も
そ
の
市
の
立
場
に
準
じ
て
判
断
を

す
べ
き
。
趣
旨
に
つ
い
て
は
前
段
の
目

的
と
結
果
に
関
わ
る
部
分
の
事
態
改
善

と
霧
ヶ
峰
一
帯
の
今
後
の
有
り
方
を
求

め
る
と
言
っ
た
趣
旨
に
は
賛
同
で
き
る

が
、
そ
れ
に
伴
う
議
会
の
市
長
へ
の
決

議
に
関
し
て
は
法
律
上
裏
付
け
が
な
い

と
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
趣
旨
採

択
が
妥
当
。」

「
土
地
所
有
者
と
請
願
者
と
の
協
議
の

場
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
そ
の
利
害
関

係
者
で
あ
る
以
上
は
民
間
同
士
で
あ
る
。

そ
の
民
間
同
士
に
関
し
て
は
介
入
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
出
来
る
限
り
お

互
い
で
解
決
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
請
願
者
の
不
安
な
気
持
ち
は

十
分
理
解
し
て
い
る
が
趣
旨
採
択
。」

「
地
権
者
と
の
話
し
合
い
が
十
分
に
な

さ
れ
て
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
同

じ
目
的
を
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は

確
認
出
来
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
膝

を
突
き
合
わ
せ
て
話
を
し
て
、
そ
れ
で

も
越
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
時
に

行
政
が
動
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
考
え
は
賛
成
だ
が
こ
の
請
願
を
そ

の
ま
ま
通
す
の
は
賛
同
で
き
な
い
部
分

が
あ
る
。
よ
っ
て
趣
旨
採
択
。」

「
茅
野
市
の
森
林
資
源
を
守
る
と
い
う

立
場
で
も
深
く
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
事
業
地
が
諏
訪
市
で
あ
る

こ
と
と
、
現
段
階
で
議
会
が
市
長
に
協

議
の
場
を
求
め
る
と
言
う
こ
と
は
い
か

が
な
も
の
か
と
思
う
。
請
願
者
の
気
持

　こ
の
議
案
は
、
森
林
環
境
税
及
び
森

林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
譲
与
税
を

適
正
に
管
理
等
運
用
し
て
行
く
た
め
、

茅
野
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
を
設
置

す
る
た
め
の
も
の
。

　
　「
単
年
度
で
使
う
の
で
は
な
く
、

　
　
基
金
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。」

　
　「
こ
の
税
は
、
個
人
有
林
を
対
象

　
　に
し
て
お
り
、
譲
与
さ
れ
て
す
ぐ
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損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
20
号

問

問

答問答

答

　
　「
そ
の
被
収
容
者
又
は
家
族
が
相

　
　談
に
来
た
時
に
そ
の
事
実
が
初
め

て
わ
か
る
。
そ
の
事
実
確
認
は
在
監
証

明
書
を
提
出
し
て
も
ら
う
。
そ
の
事
実

を
確
認
し
た
時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
資

格
喪
失
を
さ
せ
課
税
の
賦
課
の
取
消
を

行
っ
て
い
る
。住
所
に
つ
い
て
は
当
該
刑

務
所
を
住
所
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。」

　　公
用
車
の
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

　
「
茅
野
市
が
こ
の
内
容
に
関
わ
る
部
分

の
協
議
に
当
事
者
と
し
て
参
加
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
現
実
問
題
は
い
ろ

ん
な
瑕
疵
や
不
備
が
あ
っ
て
も
現
状
の

条
例
ア
セ
ス
や
法
ア
セ
ス
に
消
化
し
て

い
っ
て
も
市
側
の
姿
勢
は
、
あ
る
程
度

の
距
離
感
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
当

事
者
と
し
て
あ
り
得
な
い
と
明
言
し
て

い
る
。
ま
た
民
間
同
士
だ
と
言
う
事
が

明
確
に
そ
れ
を
表
し
て
い
る
。
同
じ
地

方
公
共
団
体
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し

答諏
訪
市
四
賀
ソ
ー
ラ
ー
事
業（
仮
称
）

開
発
計
画
に
関
す
る
決
議
を

求
め
る
請
願

請
願
２

趣
旨
採
択
の
意
見

趣
旨採択

ち
は
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
趣
旨

採
択
。」

「
自
治
体
と
い
う
の
は
住
民
の
生
命
財

産
健
康
を
守
る
こ
と
が
主
任
務
で
あ
る
。

そ
の
面
に
お
い
て
住
民
に
害
が
及
ぶ
可

能
性
が
あ
る
な
ら
当
事
者
と
成
り
得
る

権
利
は
あ
る
。今
議
会
と
し
て
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
当
事
者
と
し
て

成
り
得
る
と
思
う
の
で
、そ
こ
に
は
声
を

上
げ
る
と
言
う
こ
と
は
出
来
る
範
囲
で

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。た
だ
採
決
に

な
る
と
ど
う
か
と
い
う
面
も
あ
る
。住
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
そ
の
ま
ま
潰
す
と
い

う
こ
と
は
心
許
な
い
の
で
趣
旨
採
択
。」

経
済
建
設
委
員
会

矢
島
　
正
恒

委
員
長

茅
野
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
の

設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
４
号

茅
野
市
道
路
河
川
等
公
共
物
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
７
号

現地視察の様子 前宮水眼広場
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「
ス
キ
ー
場
の
経
営
に
か
な
り
支
障
が

で
て
く
る
。
特
例
措
置
を
継
続
し
て
も

ら
い
た
い
の
で
採
択
。」

「
ス
キ
ー
場
は
、
茅
野
市
の
冬
の
大
切

な
観
光
資
源
。
現
在
、
温
暖
化
に
伴
っ

て
降
雪
機
等
の
稼
働
が
増
え
て
お
り
、

特
例
措
置
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
ス
キ
ー

場
の
規
模
縮
小
等
影
響
が
大
き
い
の
で
、

採
択
。」

　こ
の
議
案
は
、
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内

閣
府
令
の
訂
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を

整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
題
名
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
と
、

　
　
も
う
一
つ
、
食
事
の
提
供
に
要
す

る
費
用
の
取
扱
い
の
変
更
と
概
要
に
書

い
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
の

条
例
変
更
と
い
う
こ
と
で
い
い
か
。」

　
　「
食
事
の
提
供
に
関
し
て
は
、
9

　
　月
の
一
部
改
正
で
変
更
済
な
の
で
、

今
回
変
更
点
は
な
い
。
今
回
は
あ
く
ま

で
9
月
条
例
改
正
時
の
基
準
の
表
記
誤

り
の
修
正
で
あ
る
。」

「
今
ま
で
も
課
題
に
出
て
い
た
し
、
今

後
も
ず
っ
と
課
題
に
な
っ
て
い
く
問
題

で
あ
る
。
陳
情
事
項
と
し
て
想
い
の
強

い
言
葉
で
は
あ
る
が
、
市
が
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
採
択
。」

「
今
ま
で
も
当
然
や
っ
て
い
る
こ
と
と

思
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い

る
。
障
が
い
者
に
寄
り
添
っ
て
、
考
え
る

契
機
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
。真
摯
に
受

け
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。採
択
。」

「
茅
野
市
に
養
護
学
校
に
通
う
対
象
者

が
多
く
、
し
か
し
卒
業
後
通
う
事
業
所

が
少
な
く
他
市
に
通
所
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、『
茅

野
市
の
責
任
を
も
っ
て
』
と
い
う
強
い

言
葉
で
は
あ
る
が
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例

措
置
の
継
続
を
求
め
る
請
願

採
択

請
願
1

障
が
い
者
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
る
陳
情

採
択

陳
情
２

福
祉
教
育
委
員
会

小
尾
　
一
郎

委
員
長

茅
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
5
号

問答

問答

採
択
の
意
見

採
択
の
意
見

趣
旨
採
択
の
意
見

茅
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
8
号

　こ
の
議
案
は
、
整
備
の
終
了
す
る「
前

宮
水
眼
広
場
」
を
街
区
公
園
に
加
え
る

た
め
の
も
の
。

　
　
「
公
園
の
位
置
付
け
は
ど
う
な
っ

　
　
て
い
る
か
。」

　
　「
都
市
再
生
整
備
事
業
の
中
の
公

　
　園
事
業
と
言
う
形
で
位
置
付
け
て

い
る
た
め
公
園
と
し
て
管
理
を
し
て
行

き
た
い
。
面
積
的
に
は
街
区
公
園
の
基

準
に
当
て
は
ま
り
街
区
公
園
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。」

現地視察の様子  交流センター前宮

つ
い
て
は
、
強
い
意
志
を
も
っ
て
先
に

進
ん
で
も
ら
い
た
い
の
で
検
討
し
て
ほ

し
い
。
送
迎
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
通
所
で
き
ず
、
引
き
こ
も
り
に
な
っ

た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
そ
こ
に
福
祉

の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
市
の

仕
事
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

総
合
的
に
鑑
み
れ
ば
採
択
。」

「
趣
旨
に
つ
い
て
は
非
常
に
納
得
で
き

る
が
、
陳
情
事
項
に
つ
い
て
、
非
常
に

強
い
言
葉
で
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に

採
択
す
る
の
は
、
ど
う
か
と
思
う
の
で
、

趣
旨
採
択
。」

「
茅
野
市
単
独
で
は
な
く
て
、
6
市
町

村
や
県
の
レ
ベ
ル
に
上
が
っ
て
い
く
べ

き
事
項
。
陳
情
者
の
気
持
ち
も
わ
か
る

の
で
趣
旨
採
択
が
妥
当
。」

す
い
が



旨
採
択
。」

「
令
和
元
年
度
政
府
の
社
会
保
障
審
議

会
医
療
部
会
の
資
料
を
み
た
。
こ
の
陳

情
で
は
、
政
府
が
定
員
を
減
ら
す
と
決

ま
っ
た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
が
、
そ
う

で
は
な
く
、
令
和
４
年
以
降
に
医
師
の

働
き
方
改
革
を
含
め
て
、
医
師
の
地
域

偏
在
、
勤
務
時
間
の
長
期
化
、
も
ろ
も

ろ
再
度
医
師
の
問
題
を
見
直
す
と
あ
る
。

地
域
医
療
の
崩
壊
、
そ
う
い
う
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
に
、
令
和
４
年
に
向
け

て
や
っ
て
い
る
途
中
で
あ
る
。
こ
の
陳

情
の
趣
旨
は
わ
か
る
の
で
、
趣
旨
採
択

が
妥
当
。」

●
反
対
討
論

「
毎
年
数
名
が
養
護
学
校
の
高
等
学
校

課
程
を
修
了
し
て
い
く
中
で
、
茅
野
市

内
だ
け
で
な
く
、
他
市
町
村
の
事
業
所

ま
で
、
乗
り
換
え
無
し
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
が
実
現
可
能
か
ど
う
か
、
ま
た
行
政

が
各
事
業
所
に
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
要
請

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
疑
問
が
あ
る

た
め
、
反
対
。」

「
市
の
事
務
と
し
て
実
施
可
能
な
こ
と

は
、
福
祉
政
策
と
し
て
、
通
所
障
が
い

者
送
迎
を
含
め
た
作
業
所
の
総
体
的
運

ちの市議会だより　第33号 32

5　

医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針

の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

採
択

陳
情
３

「
地
方
の
医
師
不
足
は
感
じ
ら
れ
る
。

諏
訪
中
央
病
院
で
も
、
現
在
、
産
科
の

医
師
は
一
人
し
か
い
な
い
。
里
帰
り
出

産
も
予
約
を
受
け
付
け
ら
れ
な
い
と
い

う
現
状
が
あ
る
。
採
択
し
意
見
書
を
あ

げ
て
も
い
い
と
思
う
の
で
採
択
。」

「
人
口
は
減
少
し
て
も
高
齢
化
で
医
師

が
不
足
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
働

き
か
け
を
国
に
し
て
い
く
こ
と
は
必
要

だ
と
考
え
る
た
め
採
択
。」

「
人
口
減
少
に
な
る
の
に
医
師
を
増
や

す
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
が
、
高

齢
者
が
増
え
る
か
ら
医
師
が
必
要
と
い

う
こ
と
と
、
現
状
の
医
師
の
労
働
時
間

の
分
析
結
果
を
信
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

医
師
を
増
や
し
て
い
く
の
は
妥
当
だ
と

思
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
鑑
み
る
と
、
医
師
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
は
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
も
日
本

国
の
安
全
保
障
の
問
題
に
も
関
わ
っ
て

く
る
た
め
、
こ
の
陳
情
は
妥
当
だ
と
思

う
の
で
、
採
択
。」

「
医
師
を
増
や
せ
ば
問
題
は
解
決
す
る

の
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
内
容
的

に
は
増
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
、
趣

採
択
の
意
見

趣
旨
採
択
の
意
見

営
に
対
す
る
運
営
費
助
成
な
ど
の
支
援

や
交
通
弱
者
、
公
共
交
通
政
策
へ
の
配

慮
で
あ
る
。
不
採
択
は
、
市
の
障
が
い

者
へ
の
支
援
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。」

「
陳
情
の
趣
旨
は
非
常
に
大
切
で
あ
る

が
、
市
が
単
独
で
取
り
組
む
事
案
と
は

考
え
に
く
く
、
広
域
的
見
地
か
ら
、
他

市
町
村
の
施
設
利
用
者
や
事
業
所
通
所

者
も
含
め
た
諏
訪
圏
域
、
さ
ら
に
は
長

野
県
全
体
で
の
取
組
が
進
め
ら
れ
る
べ

き
と
考
え
る
。
市
の
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
市
民
か
ら
の
様
々
な
陳
情
・
要

望
等
を
、
全
て
事
業
化
し
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
は
、
将
来
的
に
、
財
政
の
硬

直
化
を
招
き
、
慢
性
的
な
基
金
の
取
崩

に
頼
る
『
予
算
編
成
』
と
な
る
こ
と
は

目
に
見
え
る
。
市
に
お
い
て
『
交
通
弱

者
の
足
』
の
確
保
に
つ
い
て
の
積
極
的

な
取
組
の
方
針
も
す
で
に
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
の
採
択
に
は
慎

重
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
反
対
。」

●
賛
成
討
論

「
障
が
い
を
持
つ
方
々
の
就
労
支
援
制

度
に
『
就
労
移
行
支
援
事
業
所
』
や
『
就

労
継
続
支
援
事
業
所
』
が
あ
る
が
、
そ

れ
を
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な
い

と
い
う
現
実
が
あ
る
。
福
祉
の
担
い
手

は
行
政
な
の
か
民
間
な
の
か
、
行
政
と

民
間
が
協
働
し
て
進
め
る
も
の
な
の
か

と
い
っ
た
『
線
引
き
』
は
、
あ
い
ま
い

で
大
変
わ
か
り
に
く
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

し
っ
か
り
議
論
し
、
課
題
解
決
に
向
け

委員会委員会 ・審査 本会議本会議討論

障
が
い
者
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
る
陳
情

陳
情
２
本
会
議
に
お
け
る
討
論

採
択

医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針
の

見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
３

採
択

て
行
政
と
し
て
成
す
べ
き
こ
と
は
何
か

を
見
極
め
、
必
要
な
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
茅
野
市
単
独
で

解
決
で
き
な
け
れ
ば
、
諏
訪
広
域
連
合

や
県
等
、
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
に
話
を

繋
い
で
い
く
こ
と
も
ま
た
、
行
政
の
責

任
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
。」

●
反
対
討
論

「
平
成
30
年
の
医
療
法
及
び
医
師
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
地
域
に

お
け
る
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
為

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
『
医
師
の
養
成
定
員
を
減
ら
す
政

府
方
針
』
と
い
う
表
現
は
事
実
と
異
な

り
反
対
。」

●
賛
成
討
論

「
国
民
の
命
を
守
る
た
め
、
医
療
体
制

の
維
持
は
、
医
師
、
医
療
従
事
者
、
病

床
の
数
を
保
っ
て
い
く
事
は
重
要
。
現

在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

医
療
体
制
状
況
を
見
れ
ば
医
師
の
数
の

維
持
は
必
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
医
師
の

長
時
間
労
働
の
問
題
も
考
え
れ
ば
、
医

師
の
数
を
経
済
協
力
開
発
機
構
加
盟
国

平
均
以
上
の
水
準
に
増
や
す
事
は
妥
当

だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
医
師
の
数
を
国

が
検
討
す
る
方
向
性
で
あ
る
。
こ
の
意

見
を
国
に
挙
げ
て
い
く
必
要
性
も
あ
り

賛
成
。」

３月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧及び報告 付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対　　　※議長は採決には加わりません。
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請

　願

財産区管理委員選任の同意を求めることにつ
いて
茅野市固定資産評価審査委員会条例の一部を
改正する条例について
茅野市土地開発基金の設置、管理及び処分に
関する条例の一部を改正する条例について
茅野市森林環境譲与税基金の設置、管理及び
処分に関する条例について

茅野市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について
茅野市道路河川等公共物管理条例の一部を改
正する条例について
茅野市都市公園条例の一部を改正する条例に
ついて
令和元年度茅野市一般会計補正予算（第５号）
について
令和元年度茅野市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）について

令和２年度茅野市国民健康保険特別会計予算
について
令和２年度茅野市後期高齢者医療特別会計予
算について
令和２年度茅野市国民健康保険診療所特別会
計予算について

令和２年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会
計予算について
令和２年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計
予算について
令和２年度茅野市泉野大日影財産区特別会計
予算について

軽油引取税の課税免除の特例措置の継続を求
める請願
諏訪市四賀ソーラー事業（仮称）開発計画に関
する決議を求める請願
介護保険事業者の指定事後に生じた欠格事業
者に対する対応に関する（を求める）陳情

医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求
める陳情書
意見書案の提出について（軽油引取税の課税
免除の特例措置の継続を求める）
意見書案の提出について（医師養成定員を減
らす政府方針の見直しを求める）

障がい者の送迎サービスを求める陳情

専決処分の報告について

損害賠償の額の決定について

令和２年度茅野市下水道事業会計予算について

令和２年度茅野市水道事業会計予算について

令和２年度茅野市一般会計予算について

茅野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議決日は、３月18日の議会最終日（但し、議案第１号は、２月21日の開会日に即決）
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配布



旨
採
択
。」

「
令
和
元
年
度
政
府
の
社
会
保
障
審
議

会
医
療
部
会
の
資
料
を
み
た
。
こ
の
陳

情
で
は
、
政
府
が
定
員
を
減
ら
す
と
決

ま
っ
た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
が
、
そ
う

で
は
な
く
、
令
和
４
年
以
降
に
医
師
の

働
き
方
改
革
を
含
め
て
、
医
師
の
地
域

偏
在
、
勤
務
時
間
の
長
期
化
、
も
ろ
も

ろ
再
度
医
師
の
問
題
を
見
直
す
と
あ
る
。

地
域
医
療
の
崩
壊
、
そ
う
い
う
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
に
、
令
和
４
年
に
向
け

て
や
っ
て
い
る
途
中
で
あ
る
。
こ
の
陳

情
の
趣
旨
は
わ
か
る
の
で
、
趣
旨
採
択

が
妥
当
。」

●
反
対
討
論

「
毎
年
数
名
が
養
護
学
校
の
高
等
学
校

課
程
を
修
了
し
て
い
く
中
で
、
茅
野
市

内
だ
け
で
な
く
、
他
市
町
村
の
事
業
所

ま
で
、
乗
り
換
え
無
し
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
が
実
現
可
能
か
ど
う
か
、
ま
た
行
政

が
各
事
業
所
に
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
要
請

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
疑
問
が
あ
る

た
め
、
反
対
。」

「
市
の
事
務
と
し
て
実
施
可
能
な
こ
と

は
、
福
祉
政
策
と
し
て
、
通
所
障
が
い

者
送
迎
を
含
め
た
作
業
所
の
総
体
的
運

ちの市議会だより　第33号 32

5　

医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針

の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

採
択

陳
情
３

「
地
方
の
医
師
不
足
は
感
じ
ら
れ
る
。

諏
訪
中
央
病
院
で
も
、
現
在
、
産
科
の

医
師
は
一
人
し
か
い
な
い
。
里
帰
り
出

産
も
予
約
を
受
け
付
け
ら
れ
な
い
と
い

う
現
状
が
あ
る
。
採
択
し
意
見
書
を
あ

げ
て
も
い
い
と
思
う
の
で
採
択
。」

「
人
口
は
減
少
し
て
も
高
齢
化
で
医
師

が
不
足
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
働

き
か
け
を
国
に
し
て
い
く
こ
と
は
必
要

だ
と
考
え
る
た
め
採
択
。」

「
人
口
減
少
に
な
る
の
に
医
師
を
増
や

す
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
が
、
高

齢
者
が
増
え
る
か
ら
医
師
が
必
要
と
い

う
こ
と
と
、
現
状
の
医
師
の
労
働
時
間

の
分
析
結
果
を
信
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

医
師
を
増
や
し
て
い
く
の
は
妥
当
だ
と

思
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
鑑
み
る
と
、
医
師
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
は
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
も
日
本

国
の
安
全
保
障
の
問
題
に
も
関
わ
っ
て

く
る
た
め
、
こ
の
陳
情
は
妥
当
だ
と
思

う
の
で
、
採
択
。」

「
医
師
を
増
や
せ
ば
問
題
は
解
決
す
る

の
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
内
容
的

に
は
増
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
、
趣

採
択
の
意
見

趣
旨
採
択
の
意
見

営
に
対
す
る
運
営
費
助
成
な
ど
の
支
援

や
交
通
弱
者
、
公
共
交
通
政
策
へ
の
配

慮
で
あ
る
。
不
採
択
は
、
市
の
障
が
い

者
へ
の
支
援
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。」

「
陳
情
の
趣
旨
は
非
常
に
大
切
で
あ
る

が
、
市
が
単
独
で
取
り
組
む
事
案
と
は

考
え
に
く
く
、
広
域
的
見
地
か
ら
、
他

市
町
村
の
施
設
利
用
者
や
事
業
所
通
所

者
も
含
め
た
諏
訪
圏
域
、
さ
ら
に
は
長

野
県
全
体
で
の
取
組
が
進
め
ら
れ
る
べ

き
と
考
え
る
。
市
の
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
市
民
か
ら
の
様
々
な
陳
情
・
要

望
等
を
、
全
て
事
業
化
し
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
は
、
将
来
的
に
、
財
政
の
硬

直
化
を
招
き
、
慢
性
的
な
基
金
の
取
崩

に
頼
る
『
予
算
編
成
』
と
な
る
こ
と
は

目
に
見
え
る
。
市
に
お
い
て
『
交
通
弱

者
の
足
』
の
確
保
に
つ
い
て
の
積
極
的

な
取
組
の
方
針
も
す
で
に
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
の
採
択
に
は
慎

重
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
反
対
。」

●
賛
成
討
論

「
障
が
い
を
持
つ
方
々
の
就
労
支
援
制

度
に
『
就
労
移
行
支
援
事
業
所
』
や
『
就

労
継
続
支
援
事
業
所
』
が
あ
る
が
、
そ

れ
を
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な
い

と
い
う
現
実
が
あ
る
。
福
祉
の
担
い
手

は
行
政
な
の
か
民
間
な
の
か
、
行
政
と

民
間
が
協
働
し
て
進
め
る
も
の
な
の
か

と
い
っ
た
『
線
引
き
』
は
、
あ
い
ま
い

で
大
変
わ
か
り
に
く
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

し
っ
か
り
議
論
し
、
課
題
解
決
に
向
け

委員会委員会 ・審査 本会議本会議討論

障
が
い
者
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
る
陳
情

陳
情
２
本
会
議
に
お
け
る
討
論

採
択

医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針
の

見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
３

採
択

て
行
政
と
し
て
成
す
べ
き
こ
と
は
何
か

を
見
極
め
、
必
要
な
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
茅
野
市
単
独
で

解
決
で
き
な
け
れ
ば
、
諏
訪
広
域
連
合

や
県
等
、
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
に
話
を

繋
い
で
い
く
こ
と
も
ま
た
、
行
政
の
責

任
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
。」

●
反
対
討
論

「
平
成
30
年
の
医
療
法
及
び
医
師
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
地
域
に

お
け
る
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
為

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
『
医
師
の
養
成
定
員
を
減
ら
す
政

府
方
針
』
と
い
う
表
現
は
事
実
と
異
な

り
反
対
。」

●
賛
成
討
論

「
国
民
の
命
を
守
る
た
め
、
医
療
体
制

の
維
持
は
、
医
師
、
医
療
従
事
者
、
病

床
の
数
を
保
っ
て
い
く
事
は
重
要
。
現

在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

医
療
体
制
状
況
を
見
れ
ば
医
師
の
数
の

維
持
は
必
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
医
師
の

長
時
間
労
働
の
問
題
も
考
え
れ
ば
、
医

師
の
数
を
経
済
協
力
開
発
機
構
加
盟
国

平
均
以
上
の
水
準
に
増
や
す
事
は
妥
当

だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
医
師
の
数
を
国

が
検
討
す
る
方
向
性
で
あ
る
。
こ
の
意

見
を
国
に
挙
げ
て
い
く
必
要
性
も
あ
り

賛
成
。」

３月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧及び報告 付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対　　　※議長は採決には加わりません。
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　正
恒
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尾
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村
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美
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内
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吉
田

　基
之

木
村
か
ほ
り

両
角

　実
晃

報
告

陳

　
　情

請

　願

財産区管理委員選任の同意を求めることにつ
いて
茅野市固定資産評価審査委員会条例の一部を
改正する条例について
茅野市土地開発基金の設置、管理及び処分に
関する条例の一部を改正する条例について
茅野市森林環境譲与税基金の設置、管理及び
処分に関する条例について

茅野市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について
茅野市道路河川等公共物管理条例の一部を改
正する条例について
茅野市都市公園条例の一部を改正する条例に
ついて
令和元年度茅野市一般会計補正予算（第５号）
について
令和元年度茅野市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）について

令和２年度茅野市国民健康保険特別会計予算
について
令和２年度茅野市後期高齢者医療特別会計予
算について
令和２年度茅野市国民健康保険診療所特別会
計予算について

令和２年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会
計予算について
令和２年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計
予算について
令和２年度茅野市泉野大日影財産区特別会計
予算について

軽油引取税の課税免除の特例措置の継続を求
める請願
諏訪市四賀ソーラー事業（仮称）開発計画に関
する決議を求める請願
介護保険事業者の指定事後に生じた欠格事業
者に対する対応に関する（を求める）陳情

医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求
める陳情書
意見書案の提出について（軽油引取税の課税
免除の特例措置の継続を求める）
意見書案の提出について（医師養成定員を減
らす政府方針の見直しを求める）

障がい者の送迎サービスを求める陳情

専決処分の報告について

損害賠償の額の決定について

令和２年度茅野市下水道事業会計予算について

令和２年度茅野市水道事業会計予算について

令和２年度茅野市一般会計予算について

茅野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議決日は、３月18日の議会最終日（但し、議案第１号は、２月21日の開会日に即決）
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34

　茅野市ホームページから一般質問の録画映像がご覧いただけ
ます。また、同ホームページの『会議録検索システム』より会
議録の閲覧ができますので、ご利用ください。

茅野市の課題を問う！

３月定例会一般質問通告一覧
件　　　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

要　　　　　　　旨
（1）駅西口リニューアル基本計画策定を進めるに当たっての駅利用者の
　　 実態について
（2）駅利用者と地域住民の声について
（3）駅機能を東西両口がどう担うかについて
（4）駅周辺の公営駐車場の整備について
（1）道案内をする道路標識の実態と管理について
（2）市内の道路標識（案内）の統一性・一貫性を保つための計画策定と計
　　 画管理について
（3）公共施設や観光の案内看板の設置について

（1）提言の取捨選択基準について
（2）政策化の基準について
（3）政策決定に至る庁内手続きの流れについて
（4）執行時期予定決定の手続きの流れについて

（1）茅野市の認知症の現状と予測について
（2）認知症初期集中支援チームの現状と課題について
（3）認知症になっても尊厳が守られ地域で豊かに暮らせるための市の考
　　 え方について
（4）「認知症になっても豊かに暮らせるまち」（仮称）の条例制定の考えについて

（1）小中学校・保育園での給食について
（2）小中学生の体力について
（3）子ども達のゲーム依存等による弊害について

（1）市長が目指すまちづくりが、どう新年度予算に反映されているか
（2）財政運営の現状と新年度予算における財政の健全性について

（1）健康意識を高める「健康づくりポイント事業」の取組状況と更なる推
　　 進について
（2）高齢者の運動習慣の定着について
（1）新年度の保育の受入状況について
（2）無償化による保育体制について
（3）今後の保育園のあり方について
（1）交流人口に対する考え方について
（2）人口減少対策としての市の行政サービスについて
（3）若者に対しての働きかけについて
（4）今後の進め方について

（1）時代に即した「パートナーシップのまちづくり」の考え方と方向性について
（2）見直し状況と今後のスケジュール、方法について
（3）国保税率の見通しについて

（1）国が４月から実施する新制度での環境アセスへの対応について

（1）別荘所有者の市税収入の状況について
（2）現時点での市の対応状況について
（3）公共交通の交通空白地域及び中山間地集落の有償運送について
（4）自家用有償運送実現のための条件について
（5）有償運送実施に向けた関係機関との協議の場の設置について
（1）御射鹿池を訪れる観光客の実態と課題について
（2）平成30年３月に発足した「関係者会議」の活動状況について
（3）蓼科エリアとして捉えた時の御射鹿池の活用策について
（1）「プロジェクト組織」及び「検討会立ち上げ」に向けた取組状況について
（2）「横断的プロジェクトの組織」及び、「市民、事業者等を含めた検討会
　　 の立ち上げ」を実現する際の課題は何か
（3）実用的な公共交通を実現するまでのタイムスケジュールについて
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藤
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JR茅野駅周辺の整備について

道路標識と公共施設や観光の案
内看板について

政策・施策・事業の決定に至る
過程について

今井市長が目指すまちづくりの
スタートとなる令和２年度予算
について

幼児教育・保育の無償化に伴う
保育園のあり方について

茅野市における人口減少対策に
ついて

財政運営の将来像から見る事業
の見直しについて

諏訪市四賀ソーラー事業（仮称）
について

観光地と別荘地及び中山間地集
落の二次・三次交通について

御射鹿池を訪れる観光客への対
応について

ニーズに応える公共交通の実現
に向けた具体的な取組について

市民の健康づくりの推進について

「たくましく・やさしい・夢のあ
る子どもを育む」ための更なる
強化について

認知症対策の更なる強化について

件　　　名

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

要　　　　　　　旨
（1）美味しい水の確保とその安定性と安全性の現状について
（2）大規模災害への対策について
（3）水道事業の恒久化対策の現状について
（4）茅野市が経営する老朽化した水道施設の更新について
（5）茅野市以外が経営する老朽化した水道施設の更新について
（1）地域資源について茅野市が他自治体よりも最も優位だと考えるもの
　　 は何か
（2）政策横断プロジェクトについて
（3）持続可能な茅野市構築のための核となるべきものについて
（1）茅野市・原村地域公共交通活性化協議会の現況は
（2）住民要望と検証を踏まえたうえで、どのような方向性を持っているのか
（1）受診率を含めて特定健診の現状と問題点は
（2）検査項目の拡大は可能か
（3）最新の情報をどう捉えているか
（1）茅野市における道の駅の必要性と役割について
（2）道の駅「ビーナスライン蓼科湖」（仮称）の進捗状況について
（3）国交省認定後の市としての関わりについて
（1）茅野市の現状について
（2）体力低下にともない、どのような影響が考えられるか
（3）今後の茅野市の取組について
（1）新型肺炎に対して、市としての対応は何かなされているか
（2）市民からの問い合わせはあるか
（3）医療機関と行政との連携は考えられているか
（4）感染症が市内でも広がった時の対応について
（1）市民の自己実現の場としての公民館の役割は何か
（2）市民の文化との接点となる図書館、市民館の役割とは何か
（3）市民憲章を実現するため、行政が果たすべき役割は何か
（4）市民力向上のために公共施設の果たす役割とは何か
（1）「茅野市ふれあい保健福祉事業」の外出支援事業の現状と課題について
（2）外出支援事業の市社協への委託について
（3）「茅野市障害者保健福祉計画」のヒアリング調査結果への対応について
（4）県が推進する「あいサポート運動」について
（1）学校以外での居場所の設置について
（2）地区こども館の利用について
（3）学びの保証について
（4）多様な学びの創出の推進の取組について
（1）市民アンケートの総括と対応について
（2）郷土愛を育む取組の推進について
（3）シティプロモーションの「シビックプライド」について
（4）将来展望人口について
（1）第５次総合計画に対する予算編成の考えについて
（2）第２次地域創生総合戦略に対する予算編成の考えについて
（3）地区コミュニティ運営協議会への支援について
（4）自主財源確保とふるさと納税について
（5）基金について
（1）指定管理者制度を導入した経緯とその効果について
（2）平成28年４月の利用料金改定後の収入について
（3）福祉コミュニティ温泉の位置づけについて
（4）今後の整備計画について
（5）より多くの住民利用の方策について
（1）新体制のトップとして、今までの予算をどう捉えていたか
（2）初予算編成にどの様な思いを指示したか
（3）基本方針にどの程度予算が付けられたか
（4）新年度予算編成は従来の考えをどの程度変えられたか
（5）予算編成を終えて、課題は何か
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茅野市水道事業の現状と課題に
ついて

地域資源を活用した活力あるま
ちづくりについて

蓼科湖畔における「道の駅」につ
いて

スポーツ庁公表の体力低下につ
いて

市民力の活性化を促す行政と公
共施設の役割について

障がいを持つ方の外出支援につ
いて

不登校等の児童生徒への支援体
制について

茅野市地域創生総合戦略の見直
しについて

令和２年度予算編成について

温泉施設の現況と今後の整備計
画について

新体制下における令和２年度予
算編成について

感染症対策について

特定健診について

公共交通再編後の取組について

３月定例会一般質問通告一覧（つづき）

ちの市議会だより　第33号35
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　茅野市ホームページから一般質問の録画映像がご覧いただけ
ます。また、同ホームページの『会議録検索システム』より会
議録の閲覧ができますので、ご利用ください。

茅野市の課題を問う！

３月定例会一般質問通告一覧
件　　　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

要　　　　　　　旨
（1）駅西口リニューアル基本計画策定を進めるに当たっての駅利用者の
　　 実態について
（2）駅利用者と地域住民の声について
（3）駅機能を東西両口がどう担うかについて
（4）駅周辺の公営駐車場の整備について
（1）道案内をする道路標識の実態と管理について
（2）市内の道路標識（案内）の統一性・一貫性を保つための計画策定と計
　　 画管理について
（3）公共施設や観光の案内看板の設置について

（1）提言の取捨選択基準について
（2）政策化の基準について
（3）政策決定に至る庁内手続きの流れについて
（4）執行時期予定決定の手続きの流れについて

（1）茅野市の認知症の現状と予測について
（2）認知症初期集中支援チームの現状と課題について
（3）認知症になっても尊厳が守られ地域で豊かに暮らせるための市の考
　　 え方について
（4）「認知症になっても豊かに暮らせるまち」（仮称）の条例制定の考えについて

（1）小中学校・保育園での給食について
（2）小中学生の体力について
（3）子ども達のゲーム依存等による弊害について

（1）市長が目指すまちづくりが、どう新年度予算に反映されているか
（2）財政運営の現状と新年度予算における財政の健全性について

（1）健康意識を高める「健康づくりポイント事業」の取組状況と更なる推
　　 進について
（2）高齢者の運動習慣の定着について
（1）新年度の保育の受入状況について
（2）無償化による保育体制について
（3）今後の保育園のあり方について
（1）交流人口に対する考え方について
（2）人口減少対策としての市の行政サービスについて
（3）若者に対しての働きかけについて
（4）今後の進め方について

（1）時代に即した「パートナーシップのまちづくり」の考え方と方向性について
（2）見直し状況と今後のスケジュール、方法について
（3）国保税率の見通しについて

（1）国が４月から実施する新制度での環境アセスへの対応について

（1）別荘所有者の市税収入の状況について
（2）現時点での市の対応状況について
（3）公共交通の交通空白地域及び中山間地集落の有償運送について
（4）自家用有償運送実現のための条件について
（5）有償運送実施に向けた関係機関との協議の場の設置について
（1）御射鹿池を訪れる観光客の実態と課題について
（2）平成30年３月に発足した「関係者会議」の活動状況について
（3）蓼科エリアとして捉えた時の御射鹿池の活用策について
（1）「プロジェクト組織」及び「検討会立ち上げ」に向けた取組状況について
（2）「横断的プロジェクトの組織」及び、「市民、事業者等を含めた検討会
　　 の立ち上げ」を実現する際の課題は何か
（3）実用的な公共交通を実現するまでのタイムスケジュールについて
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JR茅野駅周辺の整備について

道路標識と公共施設や観光の案
内看板について

政策・施策・事業の決定に至る
過程について

今井市長が目指すまちづくりの
スタートとなる令和２年度予算
について

幼児教育・保育の無償化に伴う
保育園のあり方について

茅野市における人口減少対策に
ついて

財政運営の将来像から見る事業
の見直しについて

諏訪市四賀ソーラー事業（仮称）
について

観光地と別荘地及び中山間地集
落の二次・三次交通について

御射鹿池を訪れる観光客への対
応について

ニーズに応える公共交通の実現
に向けた具体的な取組について

市民の健康づくりの推進について

「たくましく・やさしい・夢のあ
る子どもを育む」ための更なる
強化について

認知症対策の更なる強化について

件　　　名

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

要　　　　　　　旨
（1）美味しい水の確保とその安定性と安全性の現状について
（2）大規模災害への対策について
（3）水道事業の恒久化対策の現状について
（4）茅野市が経営する老朽化した水道施設の更新について
（5）茅野市以外が経営する老朽化した水道施設の更新について
（1）地域資源について茅野市が他自治体よりも最も優位だと考えるもの
　　 は何か
（2）政策横断プロジェクトについて
（3）持続可能な茅野市構築のための核となるべきものについて
（1）茅野市・原村地域公共交通活性化協議会の現況は
（2）住民要望と検証を踏まえたうえで、どのような方向性を持っているのか
（1）受診率を含めて特定健診の現状と問題点は
（2）検査項目の拡大は可能か
（3）最新の情報をどう捉えているか
（1）茅野市における道の駅の必要性と役割について
（2）道の駅「ビーナスライン蓼科湖」（仮称）の進捗状況について
（3）国交省認定後の市としての関わりについて
（1）茅野市の現状について
（2）体力低下にともない、どのような影響が考えられるか
（3）今後の茅野市の取組について
（1）新型肺炎に対して、市としての対応は何かなされているか
（2）市民からの問い合わせはあるか
（3）医療機関と行政との連携は考えられているか
（4）感染症が市内でも広がった時の対応について
（1）市民の自己実現の場としての公民館の役割は何か
（2）市民の文化との接点となる図書館、市民館の役割とは何か
（3）市民憲章を実現するため、行政が果たすべき役割は何か
（4）市民力向上のために公共施設の果たす役割とは何か
（1）「茅野市ふれあい保健福祉事業」の外出支援事業の現状と課題について
（2）外出支援事業の市社協への委託について
（3）「茅野市障害者保健福祉計画」のヒアリング調査結果への対応について
（4）県が推進する「あいサポート運動」について
（1）学校以外での居場所の設置について
（2）地区こども館の利用について
（3）学びの保証について
（4）多様な学びの創出の推進の取組について
（1）市民アンケートの総括と対応について
（2）郷土愛を育む取組の推進について
（3）シティプロモーションの「シビックプライド」について
（4）将来展望人口について
（1）第５次総合計画に対する予算編成の考えについて
（2）第２次地域創生総合戦略に対する予算編成の考えについて
（3）地区コミュニティ運営協議会への支援について
（4）自主財源確保とふるさと納税について
（5）基金について
（1）指定管理者制度を導入した経緯とその効果について
（2）平成28年４月の利用料金改定後の収入について
（3）福祉コミュニティ温泉の位置づけについて
（4）今後の整備計画について
（5）より多くの住民利用の方策について
（1）新体制のトップとして、今までの予算をどう捉えていたか
（2）初予算編成にどの様な思いを指示したか
（3）基本方針にどの程度予算が付けられたか
（4）新年度予算編成は従来の考えをどの程度変えられたか
（5）予算編成を終えて、課題は何か
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茅野市水道事業の現状と課題に
ついて

地域資源を活用した活力あるま
ちづくりについて

蓼科湖畔における「道の駅」につ
いて

スポーツ庁公表の体力低下につ
いて

市民力の活性化を促す行政と公
共施設の役割について

障がいを持つ方の外出支援につ
いて

不登校等の児童生徒への支援体
制について

茅野市地域創生総合戦略の見直
しについて

令和２年度予算編成について

温泉施設の現況と今後の整備計
画について

新体制下における令和２年度予
算編成について

感染症対策について

特定健診について

公共交通再編後の取組について

３月定例会一般質問通告一覧（つづき）

ちの市議会だより　第33号35
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ちの市議会だより　第33号 36

番　号 表　　　題 趣　　　　　　　旨 提 出 者
採決結果

委員会 本会議

採　択採　択

採　択採　択

請願１

　軽油引取税の課税免除の特例措置が令
和３年３月末に廃止される。免除が廃止
されるとゲレンデ整備車等に軽油を使用
するスキー場の経営維持が困難となり地
域経済に大きな影響を与えるため、国に
対し課税免除の特例措置を継続すること
を求めるもの。

信州綜合開発
観光株式会社
ほ か ３ 社

令和２年３月定例会　請願陳情　議決結果

軽油引取税の課税免除
の特例措置の継続を求
める請願

趣　旨
採　択

趣　旨
採　択

請願２

　霧ヶ峰地籍で計画する大規模太陽光発
電事業で開発による大清水湧水、周辺一
帯生態系などへの環境影響、災害発生の
懸念から、事態を打開するための方策と
して、開発計画を含めた今後の霧ヶ峰一
帯の在り方について、行政の枠を越えて
検討する必要があるため、協議の場を設
けることを求めるもの。

米 沢 地 区
Looopソーラー
対 策 協 議 会
ほ か ６ 団 体

長 野 県
医療労働組合
連 合 会

諏訪市四賀ソーラー事
業（仮称）開発計画に関
する決議を求める請願

陳情２

　心身障がい者が積極的に社会に参加し
自立した生活を確立していくため、事業
所を利用する際の送迎サービスを市の責
任において確保、また各事業所に対し送
迎サービスを実施するよう働きかけるこ
とを市に求めるもの。

篠 原 貴 子
障がい者の送迎サービ
スを求める陳情

採　択採　択陳情３

　令和４年度以降の医師養成定員減とい
う方向を見直し、医療現場と地域の実態
を踏まえ、国に対し、医師数を経済協力
開発機構加盟国平均以上の水準に増やす
ことを求めるもの。

医師養成定員を減らす
政府方針の見直しを求
める陳情書

　４月１日開館の諏訪中央病院東側に新築した、病児・病後児保育施設「おやすみ館」を３月13日に見学し
ました。おやすみ館とは、保護者の就労と子育ての両立を支援するため、生後６か月から小学校６年生まで
の子どもが、病気または病気回復期で、集団保育ができない期間、一時的に預けることができる施設です。
建物は木造平屋建てで、感染力の低い病気の子どもが過ごす保育室、感染力の高い病気の子どもを見守る隔
離室、回復傾向にある子どもを保育する観察室の３つに分かれています。保育士２人と看護師１人が配置さ
れます。

病児・病後児保育施設
　　　　「おやすみ館」の見学をしました
病児・病後児保育施設
　　　　「おやすみ館」の見学をしました

ちの市議会だより　第33号37
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諏 訪 広 域 連 合諏 訪 広 域 連 合諏 訪 広 域 連 合

諏訪広域連合と一部事務組合の議会

　広域連合と一部事務組合は、複数の普通公共団体が行政サービスの一部を共同で行うことを目的とし
て設置する組織で特別地方公共団体です。具体的には、隣接する市町村がごみ処理や消防、火葬、大学
などの運営を行うために設けられた組織です。それに対応する議会がそれぞれあります。
　茅野市議会議員は分担し広域連合と各一部事務組合の議会へ参加し、審議と議決に加わっています。

構成市町村：岡谷市　諏訪市　茅野市　下諏訪町　富士見町　原村　　議員定数：22人
構成議員：野沢明夫（監査）、竹内巧、伊藤正博、望月克治、伊藤勝

　諏訪広域連合では、介護保険法事務、広域消防に関する事
務、救護施設八ヶ岳寮では身体や精神に障害のある方の保護

施設の運営、諏
訪地区小児夜間
急病センター運
営などを行って
います。いわゆ
る市町村が単独
で行うことが難
しい事務を担当しています。他にも地域情報化、観光振興、
諏訪湖浄化の推進など地域課題の調査研究を担っています。

諏 訪 中 央 病 院 組 合諏 訪 中 央 病 院 組 合諏 訪 中 央 病 院 組 合
構成市町村：茅野市　諏訪市　原村　　議員定数：７人
構成議員：伊藤玲子（議長）、両角実晃、木村明美、小尾一郎、望月克治

　諏訪中央病院は、当時国民健康保険の保険者である
ちの町が、保健事業を行う公共施設としての国保直営
病院開設が始まりです。その後９ケ村が、市町村とは
別の、病院経営に特化した地方自治体として、病院組
合を設立して経営を移管しました。市町村合併で現在
の茅野市、諏訪市、原村による組合立病院となってい
ます。その後も「やすらぎの丘」、「看護専門学校」
「ふれあいの里」などを組合で経営している、住民の
福祉増進のための施設です。
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ちの市議会だより　第33号 36

番　号 表　　　題 趣　　　　　　　旨 提 出 者
採決結果

委員会 本会議

採　択採　択

採　択採　択

請願１

　軽油引取税の課税免除の特例措置が令
和３年３月末に廃止される。免除が廃止
されるとゲレンデ整備車等に軽油を使用
するスキー場の経営維持が困難となり地
域経済に大きな影響を与えるため、国に
対し課税免除の特例措置を継続すること
を求めるもの。

信州綜合開発
観光株式会社
ほ か ３ 社

令和２年３月定例会　請願陳情　議決結果

軽油引取税の課税免除
の特例措置の継続を求
める請願

趣　旨
採　択

趣　旨
採　択

請願２

　霧ヶ峰地籍で計画する大規模太陽光発
電事業で開発による大清水湧水、周辺一
帯生態系などへの環境影響、災害発生の
懸念から、事態を打開するための方策と
して、開発計画を含めた今後の霧ヶ峰一
帯の在り方について、行政の枠を越えて
検討する必要があるため、協議の場を設
けることを求めるもの。

米 沢 地 区
Looopソーラー
対 策 協 議 会
ほ か ６ 団 体

長 野 県
医療労働組合
連 合 会

諏訪市四賀ソーラー事
業（仮称）開発計画に関
する決議を求める請願

陳情２

　心身障がい者が積極的に社会に参加し
自立した生活を確立していくため、事業
所を利用する際の送迎サービスを市の責
任において確保、また各事業所に対し送
迎サービスを実施するよう働きかけるこ
とを市に求めるもの。

篠 原 貴 子
障がい者の送迎サービ
スを求める陳情

採　択採　択陳情３

　令和４年度以降の医師養成定員減とい
う方向を見直し、医療現場と地域の実態
を踏まえ、国に対し、医師数を経済協力
開発機構加盟国平均以上の水準に増やす
ことを求めるもの。

医師養成定員を減らす
政府方針の見直しを求
める陳情書

　４月１日開館の諏訪中央病院東側に新築した、病児・病後児保育施設「おやすみ館」を３月13日に見学し
ました。おやすみ館とは、保護者の就労と子育ての両立を支援するため、生後６か月から小学校６年生まで
の子どもが、病気または病気回復期で、集団保育ができない期間、一時的に預けることができる施設です。
建物は木造平屋建てで、感染力の低い病気の子どもが過ごす保育室、感染力の高い病気の子どもを見守る隔
離室、回復傾向にある子どもを保育する観察室の３つに分かれています。保育士２人と看護師１人が配置さ
れます。

病児・病後児保育施設
　　　　「おやすみ館」の見学をしました
病児・病後児保育施設
　　　　「おやすみ館」の見学をしました

ちの市議会だより　第33号37
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諏 訪 広 域 連 合諏 訪 広 域 連 合諏 訪 広 域 連 合

諏訪広域連合と一部事務組合の議会

　広域連合と一部事務組合は、複数の普通公共団体が行政サービスの一部を共同で行うことを目的とし
て設置する組織で特別地方公共団体です。具体的には、隣接する市町村がごみ処理や消防、火葬、大学
などの運営を行うために設けられた組織です。それに対応する議会がそれぞれあります。
　茅野市議会議員は分担し広域連合と各一部事務組合の議会へ参加し、審議と議決に加わっています。

構成市町村：岡谷市　諏訪市　茅野市　下諏訪町　富士見町　原村　　議員定数：22人
構成議員：野沢明夫（監査）、竹内巧、伊藤正博、望月克治、伊藤勝

　諏訪広域連合では、介護保険法事務、広域消防に関する事
務、救護施設八ヶ岳寮では身体や精神に障害のある方の保護

施設の運営、諏
訪地区小児夜間
急病センター運
営などを行って
います。いわゆ
る市町村が単独
で行うことが難
しい事務を担当しています。他にも地域情報化、観光振興、
諏訪湖浄化の推進など地域課題の調査研究を担っています。

諏 訪 中 央 病 院 組 合諏 訪 中 央 病 院 組 合諏 訪 中 央 病 院 組 合
構成市町村：茅野市　諏訪市　原村　　議員定数：７人
構成議員：伊藤玲子（議長）、両角実晃、木村明美、小尾一郎、望月克治

　諏訪中央病院は、当時国民健康保険の保険者である
ちの町が、保健事業を行う公共施設としての国保直営
病院開設が始まりです。その後９ケ村が、市町村とは
別の、病院経営に特化した地方自治体として、病院組
合を設立して経営を移管しました。市町村合併で現在
の茅野市、諏訪市、原村による組合立病院となってい
ます。その後も「やすらぎの丘」、「看護専門学校」
「ふれあいの里」などを組合で経営している、住民の
福祉増進のための施設です。



ちの市議会だより　第33号 38
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白 樺 湖 下 水 道 組 合白 樺 湖 下 水 道 組 合白 樺 湖 下 水 道 組 合
構成市町村：茅野市　立科町　　議員定数：７人
構成議員：小尾一郎（議長）、両角実晃、竹内巧、長田近夫
　白樺湖下水道組合は、白樺湖浄化とその周辺の自然環境の保全のため、昭和51年1月に茅野市と立科町
が下水道事業を共同で行うことを目的とする一部事務組合として設立しました。昭和56年3月から白樺湖
浄化センターで白樺湖地区の汚水処理が行われていましたが、白樺湖浄化センターの廃止により、平成28
年3月末に諏訪湖流域下水道への切り替えを行い、諏訪市にあるクリーンレイク諏訪にて白樺湖地区の汚水
処理が行われています。
　現在は、白樺湖・車山・立科エリアにある７ヶ所の
汚水ポンプ施設の維持管理を行い自然環境の保全に努
めています。

白樺湖浄化センター

南中継ポンプ場

諏 訪 南 行 政 事 務 組 合諏 訪 南 行 政 事 務 組 合諏 訪 南 行 政 事 務 組 合
構成市町村：茅野市　諏訪市　富士見町　原村　　議員定数：13人
構成議員：樋口敏之（議長）、東城源、矢島正恒、松山孝志、伊藤正陽
　諏訪南行政事務組合は、火葬場「静香苑」の運営と、
諏訪市を除く３市町村でごみ処理事業を行っている複
合的一部事務組合です。
　現在、ごみ処理の循環型社会を形成する施設として
「諏訪南リサイクルセンター」建設に取り組んでおり、
令和３年度の運用開始に向けて事業を行っています。
　また、静香苑では会葬者のみなさまが快適にご利用

いただける
ように、待
合室をテー
ブル形式に
し、エアコ
ンの設置を
行いました。
　単独の市町村ではコストがかかる事業を、複数の市町村で
協力しながら、住民のみなさまが安心して暮らしやすいよう
事業に取り組んでいます。

諏訪南リサイクルセンター造成状況

静香苑待合室

ちの市議会だより　第33号39
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諏 訪 広 域 公 立 大 学 事 務 組 合諏 訪 広 域 公 立 大 学 事 務 組 合諏 訪 広 域 公 立 大 学 事 務 組 合
構成市町村：岡谷市　諏訪市　茅野市　下諏訪町　富士見町　原村　　議員定数：20人
構成議員：松山孝志（議長）、木村かほり、吉田基之、机博文、矢島正恒、長田近夫、伊藤勝、野沢明夫

　諏訪広域公立大学事務組合は、公立大学法人公立
諏訪東京理科大学の運営を共同処理するために設け
られた特別地方公共団体で一部事務組合とも言われ
ます（略称は一組）。一組は３年目に、公立大学法人
は２年目に入ったばかりです。
　事務組合議会は一組の議決機関で前記法人の設立
に当たって、定款等必要事項の議決を行ってきたと
ころですが、以降一組の予算決算審査や大学法人の
経営状況等の確認を主な任務として取り組んでいま
す。公立化後の大学は定員割れを回復し各年度定員
300人、来年度には計1200人超の規模になってい
く状況です。公立諏訪東京理科大学

諏 訪 市 ・ 茅 野 市 衛 生 施 設 組 合諏 訪 市 ・ 茅 野 市 衛 生 施 設 組 合諏 訪 市 ・ 茅 野 市 衛 生 施 設 組 合
構成市町村：諏訪市　茅野市　　議員定数：７人
構成議員：樋口敏之（副議長）、伊藤正陽（監査）、伊藤玲子

　諏訪市・茅野市衛生施設組合は、両市のし尿処理と合併浄
化槽の汚泥を処理するためにつくられた組合で、処理施設＝
中央アメニティーパークは諏訪市豊田にあり、豊田終末処理
場の隣にあります。諏訪市長が組合長で、茅野市長は副組合
長です。歳出（平成30年度決算）は１億342万円（繰越金
2992万円を含む）で主な歳入は両市の分担金6711万円（茅
野市4366万円）と使用料1058万円です。 中央アメニティパーク
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白 樺 湖 下 水 道 組 合白 樺 湖 下 水 道 組 合白 樺 湖 下 水 道 組 合
構成市町村：茅野市　立科町　　議員定数：７人
構成議員：小尾一郎（議長）、両角実晃、竹内巧、長田近夫
　白樺湖下水道組合は、白樺湖浄化とその周辺の自然環境の保全のため、昭和51年1月に茅野市と立科町
が下水道事業を共同で行うことを目的とする一部事務組合として設立しました。昭和56年3月から白樺湖
浄化センターで白樺湖地区の汚水処理が行われていましたが、白樺湖浄化センターの廃止により、平成28
年3月末に諏訪湖流域下水道への切り替えを行い、諏訪市にあるクリーンレイク諏訪にて白樺湖地区の汚水
処理が行われています。
　現在は、白樺湖・車山・立科エリアにある７ヶ所の
汚水ポンプ施設の維持管理を行い自然環境の保全に努
めています。

白樺湖浄化センター

南中継ポンプ場

諏 訪 南 行 政 事 務 組 合諏 訪 南 行 政 事 務 組 合諏 訪 南 行 政 事 務 組 合
構成市町村：茅野市　諏訪市　富士見町　原村　　議員定数：13人
構成議員：樋口敏之（議長）、東城源、矢島正恒、松山孝志、伊藤正陽
　諏訪南行政事務組合は、火葬場「静香苑」の運営と、
諏訪市を除く３市町村でごみ処理事業を行っている複
合的一部事務組合です。
　現在、ごみ処理の循環型社会を形成する施設として
「諏訪南リサイクルセンター」建設に取り組んでおり、
令和３年度の運用開始に向けて事業を行っています。
　また、静香苑では会葬者のみなさまが快適にご利用

いただける
ように、待
合室をテー
ブル形式に
し、エアコ
ンの設置を
行いました。
　単独の市町村ではコストがかかる事業を、複数の市町村で
協力しながら、住民のみなさまが安心して暮らしやすいよう
事業に取り組んでいます。

諏訪南リサイクルセンター造成状況

静香苑待合室
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諏 訪 広 域 公 立 大 学 事 務 組 合諏 訪 広 域 公 立 大 学 事 務 組 合諏 訪 広 域 公 立 大 学 事 務 組 合
構成市町村：岡谷市　諏訪市　茅野市　下諏訪町　富士見町　原村　　議員定数：20人
構成議員：松山孝志（議長）、木村かほり、吉田基之、机博文、矢島正恒、長田近夫、伊藤勝、野沢明夫

　諏訪広域公立大学事務組合は、公立大学法人公立
諏訪東京理科大学の運営を共同処理するために設け
られた特別地方公共団体で一部事務組合とも言われ
ます（略称は一組）。一組は３年目に、公立大学法人
は２年目に入ったばかりです。
　事務組合議会は一組の議決機関で前記法人の設立
に当たって、定款等必要事項の議決を行ってきたと
ころですが、以降一組の予算決算審査や大学法人の
経営状況等の確認を主な任務として取り組んでいま
す。公立化後の大学は定員割れを回復し各年度定員
300人、来年度には計1200人超の規模になってい
く状況です。公立諏訪東京理科大学

諏 訪 市 ・ 茅 野 市 衛 生 施 設 組 合諏 訪 市 ・ 茅 野 市 衛 生 施 設 組 合諏 訪 市 ・ 茅 野 市 衛 生 施 設 組 合
構成市町村：諏訪市　茅野市　　議員定数：７人
構成議員：樋口敏之（副議長）、伊藤正陽（監査）、伊藤玲子

　諏訪市・茅野市衛生施設組合は、両市のし尿処理と合併浄
化槽の汚泥を処理するためにつくられた組合で、処理施設＝
中央アメニティーパークは諏訪市豊田にあり、豊田終末処理
場の隣にあります。諏訪市長が組合長で、茅野市長は副組合
長です。歳出（平成30年度決算）は１億342万円（繰越金
2992万円を含む）で主な歳入は両市の分担金6711万円（茅
野市4366万円）と使用料1058万円です。 中央アメニティパーク


